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12月定例会
平成22年度一般会計補正予算
平成22年度特別会計補正予算

12月定例議会議案
一部事務組合議会報告

一般質問
議会の主な動き
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新年のごあいさつ

こんなことが決まりました

8人が村政を問う！

議会研修報告
頑張っています

山江村成人式 （平成23年1月4日）

議員ボランティアによる役場前の門松
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平成 22 年 12 月第６回山江村議会定例会は、12 月 15 日から 17 日迄の３日間開催
され、広域行政組合規約の改正など議案２件、教育委員会委員の任命同意１件、
補正予算８件、陳情書１件、請願書１件を原案通り可決決定し閉会しました。また、
一般質問では、８名が登壇し村政を質しました。
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新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家

族
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
山
江
村
に
と
り
ま
し
て
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
そ
の
後
、
宮
崎
で
発
生
し
ま
し
た
牛
の
口

蹄
疫
伝
染
病
で
畜
産
農
家
は
も
と
よ
り
南
九
州
全
体
の

経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
図
り
し
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
鳩
山
政
権
か
ら
管
政
権
に

代
わ
り
、
経
済
も
円
高
に
よ
る
景
気
の
悪
化
が
続
き
、

日
本
経
済
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
揺
れ
動
い
た
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
日
本
人

２
人
の
科
学
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
小

惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
７
年
の
歳
月
を
か
け
地

球
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
の
科
学
技
術
の
高
さ

を
世
界
に
示
し
た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
達
が
住
む
農
山
村
を
取
り
ま
く
環
境
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
、
以
前
と
し
て
進
み
、
地

方
の
経
済
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
地
方
と
都
市
の

格
差
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
村
で
は
地
域
づ

く
り
の
要
と
な
る
情
報
通
信
基
盤
整
備
・
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
開
局
し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
村
の
振
興
発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
し
て
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

私
達
議
会
議
員
は
、
住
民
の
代
表
者
と
し
て
、
村
民

の
方
々
が
安
心
、
安
全
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
、
地
域
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て

議
会
の
模
様
を
見
て
も
ら
い
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
期
待
に
答
え
る
た
め
、
議
会
活
動
と
し
て
、

行
政
視
察
・
研
修
を
始
め
、
毎
月
の
議
員
の
勉
強
会
、

要
望
活
動
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
の
村
づ
く
り
を
基
に
、
私
達

議
会
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
村
の
振
興
発
展
に
最
善
の

努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
温

か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
に
と
っ
て
、
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

12月
定例会

8人が一般質問で村政を問う!!8人が一般質問で村政を問う!!
教育委員選任に同意教育委員選任に同意

山江村議会議長
田　村　四　郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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款 補正前の額 補正額 計 補正額の説明

国 庫 支 出 金 ３０５,８５８ ２４,４３０ ３３０,２８８ 民生費国庫負担金、土木費国庫補助金、
民生費国庫補助金

県 支 出 金 ２０５,１８３ １５,０７８ ２２０,２６１
民生費県負担金、民生費県補助金、
農林水産業費県補助金、
総務費県委託金、選挙費県委託金

財 産 収 入 １７,９４０ ５９８ １８,５３８ 村有地売払収入

諸 収 入 １１,５７７ ７,９７７ １９,５５４
後期高齢者医療市町村療養給付費負担
金返還金、万江川河川改修事業に伴う用
地補償金

村 債 ２５４,８６３ ４,１００ ２５８,９６３ ・防災・震災対策事業・駐車場整備事業
歳 入 合 計 ２,７７７,５０２ ５２,１８３ ２,８２９,６８５

単位：千円

平成22年度一般会計補正予算
平成22年度山江村の一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ
れ52,183千円を追加し、2,829,685千円となりました。

歳入歳出予算補正の内訳、事業内容は以下のとおりです。

歳　　　入

歳　　　出
款 補正前の額 補正額 計 補正額の説明

議 会 費 ５２,４６８ △６０ ５２,４０８

総 務 費 ５２３,４４１ ２５,６８１ ５４９,１２２
・まるおか号運行補助金
・役場庁舎多目的トイレ
・公用車購入

民 生 費 ５４４,２９２ ３４,２６３ ５７８,５５５ ・障害者福祉サービス費・村内保育所措置費
衛 生 費 ３０６,０２０ △４８５ ３０５,５３５
農 林 水 産 業 費 ３２１,０８２ △１,０８５ ３１９,９９７
商 工 費 ５４,６９３ ５,１７０ ５９,８６３ ・温泉センター備品購入費
土 木 費 ２８３,７７２ ２０,５７９ ３０４,３５１ ・道路維持費
教 育 費 １３１,８４４ ２,００７ １３３,８５１
予 備 費 ９９,５０７ △３３,８８７ ６５,６２０
歳 出 合 計 ２,７７７,５０２ ５２,１８３ ２,８２９,６８５

単位：千円

款 補正前の額 補正額 計 補正額の説明
国民健康保険事業
補正予算（第３号） ４８１,３８４ １,５０９ ４８２,８９３ ・国保システム改修委託費

簡 易 水 道 事 業
補 正 予 算(第 ３ 号) ６２２,３４０ １０,３９５ ６３２,７３５ ・光熱水費・予備費
農業集落排水事業
補 正 予 算(第 ２ 号) １７５,８９０ ０ １７５,８９０ ・光熱水費・予備費
介 護 保 険 事 業
補 正 予 算(第 ２ 号) ３６３,６４７ １６,６０６ ３８０,２５３ ・居宅介護サービス給付負担金・施設介護サービス給付負担金
ケーブルテレビ事業
補正予算　 (第２号) ３３,４５５ ０ ３３,４４５ ・光熱水費・予備費
工場用地等造成事
業補正予算(第１号) １５,０００ ０ １５,０００ ・土地購入費

単位：千円

平成22年度特別会計補正予算
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1　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 
 

【
可
決
】

　
　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

第
３
条
（
組
合
の
管
理
す
る
事

務
）
第
９
号
と
畜
場
の
設
置
、

管
理
及
び
経
営
に
関
す
る
事

務
並
び
に
同
条
第
10
号
田
園

都
市
中
核
施
設
の
設
置
、
管
理

及
び
経
営
に
関
す
る
事
務
を

削
除
す
る
も
の

2　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て 

【
可
決
】

　
　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

第
３
条
第
９
号
に
規
定
す
る
、

と
畜
場
の
設
置
、
管
理
及
び
経

営
に
関
す
る
事
務
並
び
に
同

条
第
10
号
田
園
都
市
中
核
施

設
の
設
置
、
管
理
及
び
経
営
に

関
す
る
事
務
を
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
と
畜
場
及
び
田
園

都
市
中
核
施
設
の
保
有
す
る

財
産
を
処
分
す
る
も
の

3　

山
江
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て 

【
可
決
】

　
　

大
平
和
明
氏
を
適
任
者
と
認
め

同
意

4　

平
成
22
年
度
山
江
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）

 
 

【
可
決
】

　
　

５
，２
１
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
28
億
２
，

９
６
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の

5　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
補
正
予

算
（
第
３
号
） 

【
可
決
】

　
　
１
５
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を４
億８
，
２
８
９
万
３
千

円
と
す
る
も
の

6　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
補
正
予
算
（
第

３
号
） 

【
可
決
】

　
　

１
，
０
３
９
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
億
３
，

２
７
３
万
５
千
円
と
す
る
も
の

7　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
補
正
予

算（
第
２
号
） 

【
可
決
】

　
　

総
額
は
、１
億
７
，
５
８
９
万

円
で
既
定
の
額
と
す
る
も
の

8　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
補
正
予
算
（
第

２
号
） 

【
可
決
】

　
　

１
，
６
６
０
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
８
，

０
２
５
万
３
千
円
と
す
る
も
の

9　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会

計
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
補

正
予
算（
第
２
号
） 

【
可
決
】

　
　

総
額
は
、
３
，３
４
５
万
５
千
円

で
既
定
の
額
と
す
る
も
の

10　

平
成
22
年
度
山
江
村
特
別
会

計
工
業
用
地
等
造
成
事
業
補

正
予
算（
第
１
号
） 

【
可
決
】

　
　

総
額
は
、
１
，
５
０
０
万
円
で

既
定
の
額
と
す
る
も
の

11　

水
道
施
設
の
整
備
に
関
す
る

陳
情
書 

【
採
択
】

12　
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
基
本
制
度
案
要
綱
」
に
基
づ

く
保
育
制
度
改
革
に
対
す
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
書
に
つ
い
て 

【
採
択
】

13　

閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
書

（
議
会
運
営
委
員
会
）

 
 

【
継
続
審
査
】

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た　
12
月
定
例
議
会
議
案

平
成
22
年
第
5
回
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会

報
告田

口
清
隆
・
秋
丸
光
明
議
員

　

平
成
22
年
第
５
回
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会

が
、
平
成
22
年
12
月
３
日
、
会

期
1
日
と
し
て
開
催
さ
れ
、
平

成
21
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定

4
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
委
員

会
継
続
審
議
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）、
人
吉
球
磨

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
３
号)

、
一
般
会
計

経
費
の
総
額
の
補
正（
第
1
号
）

及
び
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
つ
い
て
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

平
成
22
年
第
3
回
人
吉
下
球

磨
消
防
組
合
議
会
定
例
会
報

告

日
熊
正
守
議
員

　

平
成
22
年
11
月
第
3
回
人
吉

下
球
磨
消
防
組
合
議
会
定
例
会

が
、
平
成
22
年
11
月
29
日
、
会

期
1
日
と
し
て
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
に

つ
い
て
、
消
防
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
。
一
般
質
問
で
は
、

人
吉
市
議
会
選
出
の
村
上
恵
一

議
員
が
、
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
消
防

広
域
化
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考

え
を
質
し
た
。

平
成
22
年
第
３
回
川
辺
川
総

合
土
地
改
良
事
業
組
合
議
会

定
例
会
報
告 

秋
丸
安
弘
議
員

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
が

平
成
22
年
11
月
22
日
、
会
期
１

日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
を

行
っ
た
あ
と
、
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

現地調査風景



（5） 平成23年１月28日発行

一 般 質 問

・
老
人
介
護
施
設
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

山　

本　

義　

隆　
議
員

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

居
待
機
者
は
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る

の
か
？
今
後
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化

で
待
機
者
は
さ
ら
に
増
加
す
る
が
村

の
対
策
は
？

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）　

村
内
に

20
〜
25
名
の
待
機
者
が
居
ら
れ
る
。

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
定

員
29
名
）
を
造
っ
た

場
合
、
介
護
保
険
料

は
月
３
９
４
円
〜
１
，

２
７
１
円
の
増
額
が

予
想
さ
れ
る
。

答
弁（
村
長
）　
　
　

23
年
、
24
年
の
ど
ち

ら
か
に
県
と
協
議
に

入
り
た
い
。
介
護
保

険
料
が
上
が
れ
ば
住

民
負
担
が
増
え
る
の

で
、
山
江
の
地
域
、

財
政
に
対
応
し
た
施

設
を
慎
重
に
検
討
し

て
間
違
い
な
く
建
設

を
す
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て

質
問　

ま
る
お
か
号

スクールバス

と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
現
状
に
つ
い

て
？

答
弁（
総
務
課
長
）　

住
民
の
利

便
、
経
費
削
減
を
目
的
に
平
成
18
年

に
定
期
バ
ス
か
ら
ま
る
お
か
号
に
移

行
し
た
が
、
停
留
所
を
51
箇
所
か
ら

69
箇
所
に
増
や
し
、
予
約
を
前
日
か

ら
当
日
２
時
間
前
で
も
可
と
し
た
の

で
、
利
用
者
も
19
年
度
６
，
６
５
４

人
か
ら
22
年
度
見
込
み
７
，
４
０
０

人
ま
で
増
加
し
た
。
17
年
度
ま
で
は

１
，
１
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
た
定

期
バ
ス
の
補
助
金
が
ま
る
お
か
号
で

３
６
０
万
円
ほ
ど
の
節
約
に
な
っ
た
。

答
弁（
教
育
課
長
）　

山
田
小
生
２

名
、
中
学
校
生
２
名
計
４
名
が
キ
ャ

ラ
バ
ン
車
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。
23
年
度
は
計
３
名
、
24

年
度
計
２
名
、
25
年
度
３
名
の
見
込

み
で
あ
る
。
万
江
小
の
よ
う
に
ス
ク

ー
ル
ま
る
お
か
号
方
式
の
ほ
う
が
安

価
で
あ
り
、
約
半
分
に
な
り
、
年
間

で
２
６
０
万
円
の
節
減
に
な
る
。

答
弁
（
村
長
）　

ま
る
お
か
号
が
経

費
も
半
分
、
安
全
で
も
あ
る
な
ら
当

然
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
雇

用
の
問
題
が
あ
る
。
一
人
運
転
士
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

つ
い
て

木　

口　

恒　

夫　
議
員

質
問　

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
加
入
率

は
？

答
弁
（
産
情
課
長
）　

12
月
現
在
、

１
１
８
２
世
帯
の
う
ち
８
９
６
世
帯

が
加
入
し
て
お
り
75
・
８
％
の
加
入

率
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
１
６
７
世

帯
の
加
入
で
14
％
の
加
入
率
で
あ

る
。
開
局
後
は
10
世
帯
の
新
規
加
入

が
あ
っ
た
。

質
問　

村
長
は
公
約

で
「
官
民
相
互
支
援

に
よ
る
公
平
な
情
報

伝
達
」
と
言
っ
て
い

る
が
、
こ
の
意
味
は

ど
う
い
う
こ
と
か
？

答
弁（
村
長
）　

情

報
は
公
平
に
伝
達
す

る
義
務
が
あ
る
。
全

世
帯
加
入
を
目
標
に

す
る
。
設
置
費
用
に

つ
い
て
は
、
無
料
で

出
来
な
い
か
検
討
す

る
。
行
事
主
体
の
番

組
構
成
か
ら
真
に
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
よ
う
な
、
子
育
て
、

趣
味
、
農
林
業
、
健

山江村ケーブルテレビセンター
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質
問　

小
学
校
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な

く
て
、
学
習
に
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
、
設
置
に
つ
い
て
は
？

答
弁（
教
育
課
長
）　

郡
市
の
他
町

村
で
は
約
半
分
ほ
ど
が
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
２

つ
の
小
学
校
に
設
置
す
る
と
約
３
，

６
５
０
万
円
の
費
用
が
か
か
る
見
込

み
で
あ
る
。
補
助
金
な
ど
を
調
査
し

て
、
財
政
担
当
と
も
相
談
し
な
が
ら

設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

質
問　

人
事
異
動
に
つ
い
て
の
村
長

の
考
え
方
は
？

答
弁（
村
長
）　

人
事
は
首
長
の
特

権
で
あ
り
、答
弁
の
必
要
は
な
い
が
、

あ
え
て
答
弁
す
る
。
組
織
の
目
標
の

達
成
、
政
策
課
題
へ
の
対
応
、
職
員

の
能
力
向
上
な
ど
を
考
慮
し
て
適
材

適
所
の
異
動
を
す
る
こ
と
が
基
本
的

考
え
で
あ
る
。

質
問　

選
挙
後
の
報
復
人
事
、
取
引

人
事
と
考
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
が
？

答
弁（
村
長
）　

今
ま
で
の
選
挙
の

あ
と
で
も
人
事
異
動
は
さ
れ
て
い

る
。
組
織
が
基
本
で
あ
る
か
ら
、
住

民
の
幸
せ
を
考
え
て
最
適
と
思
わ
れ

る
人
事
を
し
た
。

質
問　

(

株)

や
ま
え
の
支
配
人
は
公

募
を
し
た
か
？

小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
お
よ
び
人
事
異
動

に
つ
い
て秋　

丸　

光　

明　
議
員

答
弁（
村
長
）　
『
こ
の
件
に
対
し
て

答
弁
な
し
』

　

会
社
は
赤
字
経
営
で
あ
る
。
社
長

と
し
て
責
任
が
あ
る
。

質
問　

支
配
人
の
採
用
に
当
た
っ
て

事
前
に
取
締
役
会
に
諮
っ
た
か
？

答
弁（
村
長
）　
『
こ
の
件
に
つ
い
て

も
答
弁
な
し
』

　

会
社
内
部
の
こ
と
だ
か
ら
答
弁
は

控
え
る
。
会
社
は
膨
大
な
赤
字
を
抱

え
て
い
る
。
安
定
し
た
経
営
状
態
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

選
挙
中
は
「
私
は
東
京
に
は

一 般 質 問

山田小学校

万江小学校

康
、
介
護
な
ど
の
情
報
を
届
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
「
学

習
塾
」
を
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
構
想
か
？

答
弁（
村
長
）　

経
済
的
事
情
で
学

習
塾
に
行
け
な
い
子
供
達
に
、
ケ
ー

ブ
ル
Ｔ
Ｖ
を
使
っ
て
、
塾
を
運
営
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校
の
先
生

や
学
習
塾
の
講
師
に
依
頼
し
て
、
教

育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
調
整
、

検
討
を
進
め
「
山
江
寺
子
屋
塾
」
と

い
う
も
の
を
目
指
し
た
い
。

要
望　

公
営
の
塾
の
運
営
は
、
多
忙

な
学
校
の
教
師
の
実
情
や
、
実
際
に

子
供
が
視
聴
で
き
る
も
の
か
な
ど
を

慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

先
の
臨
時
議
会
の
あ
と
、
村
長
が
ケ

ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、

放
送
前
に
内
容
の
修
正
を
申
し
入
れ

し
た
こ
と
は
、
全
面
公
開
を
原
則
と

し
て
い
る
議
会
の
無
視
に
つ
な
が
る

軽
率
な
行
為
で
あ
る
か
ら
、
今
後
自

重
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

行
か
ず
、
３
６
５
日
村
内
に
い
て
村

民
の
足
元
を
照
ら
す
」
と
言
っ
て
い

た
が
？

答
弁（
村
長
）　

選
挙
は
も
う
終
わ

っ
た
ん
で
す
よ
。
ど
う
し
て
も
首
長

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
行

く
が
、
他
は
職
員
を
勉
強
の
た
め
派

遣
し
て
い
る
。
自
分
が
郡
内
の
首
長

で
最
も
上
京
回
数
は
少
な
い
。
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イ
オ
ア
シ
ス
構
想
の
検
討
に
入
っ
て

ま
す
。

質
問　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
構
想

は
、
多
額
の
お
金
が
必
要
だ
と
聞
い

て
い
ま
す
し
、
前
村
長
時
代
に
道
路

公
団
の
方
に
当
た
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
当
時
は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
施
設
と
ダ
ブ
ル
の
で
、
山
江

村
が
直
売
所
を
建
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
。
回
答
が
あ
っ
た
と

聞
く
が
直
売
所
は
、
本
当
に
出
来
ま

す
か
？

答
弁（
村
長
）　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

内
の
競
合
は
出
来
な
い
の
で
、
隣
接

に
別
の
拠
点
を
作
る
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
構
想
で
す
。

質
問　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
は
、

直
売
所
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
？

答
弁（
村
長
）　

可
能
性
が
あ
る
な

ら
ば
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
構
想

を
実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

質
問　

直
売
所
の
テ
ン
ト
の
件
で
す

が
役
場
が
購
入
し
、
貸
与
し
て
い
る

テ
ン
ト
の
使
用
状
況
は
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

答
弁（
村
長
）　

現
在
で
は
、
二
つ

の
組
織
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問　

確
か
に
、
二
つ
の
組
織
で
販

質
問　

村
長
は
、
選
挙
公
約
に
て
、

「
活
力
あ
る
農
林
業
の
振
興
」
を
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁（
村
長
）　

農
業
・
林
業
の
担

い
手
、
認
定
農
業
者〈
若
手
の
後
継

者
等
〉
の
意

見
を
拝
聴
し

な
が
ら
、
今
、

検
討
中
で
す
。

質
問　

山
江

サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
立
ち
上
げ

（
直
売
所
の
開

設
）
と
あ
り

ま
す
が
村
長

が
考
え
て
お

ら
れ
る
直
売

所
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も

の
か
？

答
弁（
村
長
）

　

ハ
イ
ウ
ェ

質
問　

村
委
託
事
業
に
つ
い
て
防
犯

灯
等
の
設
置
維
持
管
理
に
つ
い
て

答
弁（
教
育
課
長
）　

村
管
理
の
防

犯
灯
は
３
２
０
基
、
年
間
１
５
０
万

山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

田
原　

龍
太
郎　
議
員

一 般 質 問

山江サービスエリア

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
で
契
約

さ
れ
て
お
ら
れ
る
法
人
が
個
人
的
な

使
用
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

答
弁（
村
長
）　

テ
ン
ト
販
売
は
、

独
自
で
交
渉
さ
れ
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

質
問　

村
の
１
０
０
％
購
入
テ
ン
ト

で
、個
人
使
用
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

お
か
し
い
の
で
は
と
思
い
質
問
し
ま

し
た
。そ
こ
で
再
度
質
問
し
ま
す
が
、

山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
、
具
体
的
な
進
め
方

や
方
法
を
、
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁（
村
長
）　

村
民
総
意
の
も
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
、
山
江
が

誇
る
情
報
力
が
整
備
さ
れ
て
ま
す
か

ら
こ
れ
を
利
用
し
、
顧
客
を
呼
び
農

林
業
者
の
所
得
が
上
が
る
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
。

要
望　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
は
、
山
江
村
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
も
言
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
山
江
村

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
呼
び
か
け
な
が

ら
公
正
な
活
用
を
行
政
と
し
て
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
活

力
あ
る
農
林
業
の
振
興
と
は
、
し
っ

か
り
方
向
を
定
め
ら
れ
て
村
民
全
体

の
利
益
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

・
村
委
託
事
業
等
に
つ
い
て

・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
事
業
に
つ
い
て

・
県
道
2
路
線
に
つ
い
て

日　

熊　

正　

守　
議
員
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一 般 質 問

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

秋　

丸　

安　

弘　
議
員

質
問　

公
営
住
宅
は
、
人
口
流
出
防

止
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
寄
与
し
て

い
る
が
、
万
江
地
区
の
住
宅
建
設
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁（
建
設
課
長
）　

具
体
的
に
は

着
手
し
て
い
な
い
。

答
弁（
村
長
）　

素
早

く
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

永
シ
切
住
宅

の
払
下
げ
に
つ
い
て

現
状
は
。

答
弁（
建
設
課
長
）　

住
宅
用
地
の
測
量
及

び
鑑
定
評
価
が
平
成

21
年
度
に
完
了
し
て

い
る
。

質
問　

不
動
産
鑑
定

結
果
が
行
政
改
革
推

進
委
員
会
に
示
さ
れ

て
い
る
が
、
議
会
と

し
て
び
っ
く
り
し
て

い
る
。
熊
本
県
や
九

州
整
備
局
の
認
可
を

受
け
て
発
表
し
た
の
か
。

答
弁（
建
設
課
長
）　

認
可
等
は
一

切
受
け
て
い
な
い
。

質
問　

認
可
も
受
け
な
い
で
価
格
を

公
表
し
た
が
今
後
、
価
格
変
動
な
ど

で
混
乱
を
招
き
は
し
な
い
か
。

北永シ切団地

円
の
維
持
管
理
費
、平
成
22
年
度
は
、

１
区
に
６
基
設
置
し
て
い
る
。
区
長

さ
ん
を
通
し
て
修
理
し
て
い
る
。
今

後
村
内
の
電
気
の
業
者
が
４
社
あ
る

の
で
地
区
割
り
で
も
し
て
維
持
管
理

を
委
託
し
て
い
き
た
い
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
事
業
に
つ
い
て

質
問　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
事
業

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
中

心
と
し
て
有
効
活
用
で
き
な
い
か

答
弁（
村
長
）　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
事
業
は
、
高
速
道
路
利
用
者
も

地
域
住
民
の
皆
様
も
お
互
い
に
利
用

が
で
き
、
特
に
高
速
道
路
利
用
者

へ
の
潤
い
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
の
提

供
、
地
域
住
民
と
の
交
流
連
携
に
よ

る
地
域
振
興
と
活
性
化
を
推
進
す
る

こ
と
。
条
件
が
揃
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
口
コ
ミ
で
広
ま

り
、
高
速
道
利
用
者
も
郡
市
の
住
民

の
方
も
集
客
で

き
、
一
大
活
性

化
拠
点
に
な
る

可
能
性
が
十
分

あ
る
。
隣
接
す

る
蕨
野
団
地
も

有
効
活
用
す
れ

ば
村
民
、
農
林

家
、
商
業
の
方

の
所
得
向
上
と

雇
用
の
創
出
に

つ
な
が
る
。
今

後
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
中
心

と
し
て
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
設

置
、
農
林
産
物

販
売
所
等
の
要

望
を
行
う
。

県
道
２
路
線
に
つ
い
て

質
問　

県
道
２
路
線
に
つ
い
て

答
弁
（
村
長
）　

県
の
財
政
事
情
、

日
本
の
社
会
の
状
況
の
中
で
貫
通
は

大
変
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。
坂
本
人

吉
線
に
つ
い
て
は
、
民
家
の
あ
る
所

迄
は
拡
幅
改
良
を
要
望
し
、
基
幹
林

道
の
路
線
を
主
要
地
方
道
と
し
て
路

線
換
え
を
し
、
維
持
管
理
し
て
観
光

産
業
地
域
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

　

相
良
人
吉
線
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
山
神
橋
ま
で
改
良
工
事
を
し
て

い
る
。
尾
崎
ま
で
は
、
確
実
に
拡
幅

改
良
す
る
方
向
で
要
望
し
て
い
く

が
、
工
事
、
防
災
面
に
お
い
て
迂
回

路
が
な
い
の
で
、
緊
急
時
の
迂
回
路

等
の
整
備
も
検
討
し
な
が
ら
住
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

村
と
し
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。
工
事
看
板
に
つ
い
て
は
、
工

期
、
金
額
等
の
標
示
を
記
入
し
て
村

民
の
皆
様
へ
理
解
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

未開通の主要地方道坂本人吉線



（9） 平成23年１月28日発行

い
て
、
熊
本
市
内
の
業
者
か
ら
販
売

活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
ど

の
よ
う
な
状
況
か
？

答
弁
（
総
務
課
長
）　

庁
舎
内
に
は
10

台
の
コ
ピ
ー
機
を
リ
ー
ス
契
約
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
熊
本
市
の
業
者
が

来
庁
さ
れ
た
折
に
庁
舎
内
コ
ピ
ー
機

の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

答
弁（
村
長
）　

こ
れ
は
５
年
前
に

コ
ピ
ー
機
リ
ー
ス
契
約
を
導
入
し
た

時
の
癒
着
問
題
か
ら
出
て
き
た
事
で

す
。
業
者
と
癒
着
し
て
コ
ピ
ー
機
を

導
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
に
連

一 般 質 問

入
札
と
契
約
に
つ
い
て

松　

本　

佳　

久　
議
員

質
問　

公
共
工
事
の
業
者
指
名
で
は

村
内
の
業
者
を
多
く
指
名
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

答
弁（
村
長
）　

地
場
産
業
の
育
成

は
重
要
な
課
題
で
す
。
本
村
に
は
小

さ
な
零
細
業
者
も
あ
り
、
請
負
業
者

の
技
術
力
・
施
工
能
力
・
技
術
者
の

数
等
が
十
分
で
あ
れ
ば
出
来
る
だ
け

多
く
の
建
設
事
業

を
地
元
に
発
注
し

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
元
業
者

に
加
え
て
相
良
村

や
錦
町
、
人
吉
市

の
業
者
へ
も
工
事

を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
村
内
業

者
の
育
成
と
い
う

点
か
ら
も
、
ご
指

摘
の
点
を
真
摯
に

受
け
止
め
て
今
後

の
指
名
の
あ
り
方

に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。　

質
問　

庁
舎
内
の

コ
ピ
ー
機
リ
ー
ス

契
約
の
変
更
に
つ

答
弁（
村
長
）　

価
格
的
な
も
の
が

出
た
こ
と
は
お
詫
び
す
る
。

要
望　

入
居
者
に
対
し
不
安
を
与
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
に

つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

答
弁（
村
長
）　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
対

し
て
は
一
致
団
結
し
て
反
対
す
る
。

質
問　

家
畜
伝
染
病
防
疫
体
制
の
強

化
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答
弁（
産
業
情
報
課
長
）　

郡
市
一

体
と
な
っ
て
防
疫
演
習
を
行
っ
た
。

毎
月
第
1
日
曜
日
を
一
斉
消
毒
の
日

と
定
め
た
。
農
家
も
危
機
意
識
を
持

っ
て
ほ
し
い
。

質
問　

農
林
業
振
興
策
の
具
体
的
な

内
容
は
。

答
弁（
村
長
）　

視
点
を
変
え
て
、

減
農
薬
、
無
農
薬
栽
培
等
に
切
り
替

え
山
江
村
の
付
加
価
値
の
高
い
農
産

物
を
特
産
品
と
し
て
作
っ
て
い
き
た

い
。

要
望　

農
家
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
価

格
の
低
迷
で
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

今
後
し
っ
か
り
と
し
た
方
向
を
示
し

将
来
を
見
通
し
た
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

絡
が
あ
り
、
面
会
も
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
に
つ
い
て
は
公
正
な
契
約

を
す
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
肝
に

銘
じ
て
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

提
案　

山
江
村
公
共
工
事
の
発
注
に

つ
い
て
は
、
村
内
業
者
の
指
名
を
特

に
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
提
案
し
、
ま

た
各
種
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
よ
う
に
専
門
業
者
で
も
な
い
方
が

契
約
に
介
入
さ
れ
る
事
態
が
今
後
二

度
と
発
生
し
な
い
よ
う
強
く
注
意
を

し
て
お
き
ま
す
。

・
村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
農
業
の
振
興
施
策
に
つ
い
て

田　

村　

四　

郎　
議
長

質
問　

健
全
財
政
確
立
を
掲
げ
て
お

ら
れ
る
が
ど
の
よ
う
な
財
政
運
営
を

さ
れ
る
の
か
。

答
弁（
村
長
）　

収
入
支
出
、
身
の

丈
に
あ
っ
た
も
の
を
基
準
に
借
金
は

多
く
つ
く
ら
ず
、
地
に
着
い
た
事
業

を
展
開
し
住
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
進

め
る
。

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、村
民
の
声
を
聞
か
れ
た
の
か
。

答
弁（
村
長
）　

村
民
の
声
を
吸
い

上
げ
る
機
関
を
設
置
す
る
。

質
問　

退
職
ま
で
半
年
し
か
な
い
課

長
を
二
人
と
も
異
動
し
た
意
図
は
何

か
、
年
度
末
を
控
え
事
務
、
事
業
の

停
滞
、
支
障
は
な
い
か
。

答
弁（
村
長
）　

村
長
と
い
う
最
高
責

任
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
答
弁
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議会の主な動き

9．18 章鹿倉保育園運動会 【章鹿倉保育園】
9．19 第7回やまえ栗まつり 【山江温泉駐車場】
9．26 熊本県四半的弓道大会 【山江村体育館】
9．30 下球磨町村議会議員交流会 【相良村】
10．2 山江保育園運動会 【山江保育園】
 山江ミネラルウォーター工場地鎮祭 【万江】
10．14 球磨郡町村議会議長会議 【球磨地域振興局】
10．15 広報編集特別委員会 【議員控室】
10．17 村民体育祭 【山江中学校】
10．20 主要地方道坂本人吉線改良貫通促進期成会
     【八代市坂本】
10.21～22 平成23年度管内主軸事業要望 【東京都】
10．26 商工会広域連携体制に関する合同懇談会 【相

良村】
10．27 議会自主研修会 【議員控室】
 球磨郡町村議会議員親善グランドゴルフ大会
  【湯前町】

10．31 第4回　山江村文化祭 【山江村体育館】
11．2 熊本県議会議員研修会 【熊本県立劇場】
11．4 山田大王神社大祭 【山田大王神社】
11．8 球磨郡町村議会議長会議 【球磨地域振興局】
11.10～12 山江村議会視察研修 【兵庫県・鳥取県】
11.17～20 全国議長大会及び産業行政視察 【東京都・北

海道】
11．20 山江村福祉大会 【山江村体育館】
11．21 平成22年度やまえ産業振興まつり  

 【山江村役場駐車場】
 議会全員協議会 【議員控室】
11．30 山江村議会第5回臨時会 【議事堂】
12．3 球磨郡町村議会議長会議 【相良村】 

正・副議長、事務局長合同会議 【相良村】
12．9 議会運営委員会 【議員控室】
12.15～17 山江村議会第6回12月定例会 【議事堂】
12．24 山江中学校武道館落成式 【山江中学校武道館】

を
差
し
控
え
さ
せ
て
頂
く
。
事
業
遂
行

の
た
め
前
担
当
者
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

質
問　

村
の
財
政
が
よ
く
運
営
さ
れ

て
い
る
か
の
判
断
は
諸
指
数
、
実
質

収
支
比
率
、
経
常
収
支
比
率
、
財
政

力
指
数
、
公
債
費
比
率
、
将
来
の
負

担
率
等
を
基
準
に
し
て
判
断
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

答
弁（
村
長
）　

今
ま
で
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
っ
て
球
磨
郡
市
で
も
水

上
村
・
山
江
村
は
健
全
な
財
政
運
営

が
さ
れ
て
い
る
。

一 般 質 問

※
諸
指
数
の
目
標
指
数
に
つ
い
て
の

答
弁
は
な
か
っ
た
。

質
問　

公
約
で
村
長
の
給
与
を
見
直

し
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

答
弁（
村
長
）　

私
自
身
の
給
与
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
特
別
報
酬
審

議
会
で
検
討
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願

い
す
る
。

質
問　

行
政
改
革
委
員
会
は
、
事
業

仕
訳
を
す
る
意
図
で
開
催
さ
れ
た
の

か
、
委
員
の
選
任
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
た
の
か
。答

弁（
総
務
課
長
）　

委
員
の
選
考
は
、
今
ま

で
疑
問
に
思
っ
て
い
る

事
、
聞
き
た
い
こ
と
、

要
望
し
た
い
こ
と
が
あ

る
人
を
委
員
候
補
と
し

て
選
任
し
た
。
事
業
に

つ
い
て
は
委
員
か
ら
の

質
問
を
受
け
、
各
課
の

回
答
に
対
し
て
協
議
を

行
っ
た
。

農
業
の
振
興
施
策
に
つ

い
て

質
問　

株
式
会
社
や
ま

え
の
運
営
に
つ
い
て

答
弁（
村
長
）　

郡
市

(株)やまえ

一
番
の
施
設
に
な
る
た
め
従
業
員
を

一
新
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

学
校
給
食
で
は
年
間
相
当
の

卵
を
使
う
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い

使
う
の
か
。
村
内
の
養
鶏
業
者
の
も

の
を
使
う
の
か
。

答
弁（
教
育
課
長
）　

学
校
現
場
に

聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。

要
望　

村
長
の
行
動
や
言
動
を
村
民

は
注
視
し
て
い
ま
す
。
村
民
も
役
場

職
員
も
み
ん
な
で
住
み
よ
い
村
づ
く

り
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
他
の
町
村
の
方
た
ち
か
ら
山
江

村
は
村
民
も
職
員
も
「
村
づ
く
り
」

に
よ
く
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
な
と
い

う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
村
長
は
、

職
員
や
村
民
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ

ー
ダ
ー
で
あ
り
ま
す
。
職
員
や
村
民

が
も
っ
と
伸
び
伸
び
と
仕
事
が
出
来

る
よ
う
な
励
ま
し
の
言
葉
や
明
る
い

言
葉
で
、
村
づ
く
り
の
指
針
を
示
さ

れ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
村
が
ど
の
方

向
に
進
ん
で
行
く
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
役
場
職
員
も
村
民
も
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
元
気
が
出

る
よ
う
な
、
村
づ
く
り
、
幸
せ
づ
く

り
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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昨
年
11
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
行
政
視
察
研
修
で
兵

庫
県
、
鳥
取
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
の
佐
用
町
は
平
成
17
年
に
４
町
が
合
併
し
た
町
で
、

神
戸
市
ま
で
80
ｋ
ｍ
、
姫
路
市
ま
で
40
ｋ
ｍ
と
い
う
位
置
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
町
は
21
年
８
月
に
大
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
18

名
の
死
者
と
２
名
の
行
方
不
明
者
が
出
た
町
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
も
う
あ
の
す
さ
ま
じ
か
っ

た
大
災
害
の
爪
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
復

旧
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
人
口
約
１
２
，０
０
０
人
の
中
山
間

地
で
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
で
低
下
し
た
集
落
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
「
協
働
の
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

　

基
本
概
念
と
し
て
「
生
涯
学
習
」
を
通
じ
て
「
人
づ
く
り
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」へ
ま
た「
学
習
」
か
ら
「
行
動
」
へ
と
展

開
し
地
域
力
へ
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
「
協
働
」
に
は
２
本
の
柱
が
あ
り 

①
住
民
と
行
政
の
協
働 

②
住
民
相
互
の
協
働
で
す
。

　

組
織
は
一
番
身
近
な
「
集
落
自
治
会
」
か
ら
小
学
校
単
位
の

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
旧
町
単
位
の
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

そ
れ
か
ら
全
町
単
位
の
「
町
づ
く
り
推
進
会
議
」
と
い
う
よ
う

に
し
て
あ
り
、
今
後
、
一
番
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
の
が

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
で
あ
り
15
箇
所
の
「
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
」
を
拠
点
に
各
地
区
の
特
色
あ
る
活
動
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
佐
用
町
で
も
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

対
策
と
し
て
鹿
の
大
量
捕
獲
ワ
ナ
と
い
う
の
が
興
味
を
引
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
18
ｍ
×
18
ｍ
×
３
ｍ
と
い
う
大
き
な
ワ
ナ
を

県
が
町
村
に
貸
与
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

情
報
化
に
つ
い
て
は
光
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て
あ
り
、
町
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
は
１
名
で
「
姫
路
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
﹈
に
依
存
し

て
い
る
部
分
が
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
大
災
害
に
遭
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
本
村
議
会
か

ら
町
に
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
見
舞
金
を
お
渡
し
し
て
き

ま
し
た
。

　

翌
日
は
鳥
取
県
の
智
頭
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

93
％
が
山
林
と
い
う
典
型
的
な
山
間
地
で
往
時
は
林
業
で

非
常
に
栄
え
た
町
で
す
が
、
林
業
の
衰
退
と
と
も
に
活
気
の
な

く
な
っ
た
町
を
、
歴
史
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
違
っ
た
発
想
か

ら
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
立
ち
上
が
ら
れ
た
の
が
、
寺
谷
誠
一

郎
と
い
う
町
長
で
し
た
。

　

美
し
い
空
気
と
水
、
宿
場
町
の
古
い
建
築
物
を
観
光
資
源
と

し
て
生
か
す
こ
と
、
さ
ら
に
目
玉
と
し
て
日
本
で
五
指
に
入
る

と
い
う
山
林
王
の
屋
敷
「
石
谷
家
住
宅
」
を
観
光
の
核
に
し
よ

う
と
考
え
て
、
何
度
も
当
主
に
足
を
運
び
つ
い
に
２
年
後
に
は

一
般
開
放
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
の
こ
と
で
、
今
で
は
15
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

主
要
事
業
と
し
て
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

①
百
人
委

員
会
事
業
（
注
＊
百
条
委
員
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
②
移
住
・

定
住
事
業  

③
１/

０（
ゼ
ロ
分
の
一
）村
お
こ
し
運
動
な
ど
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

百
人
委
員
会
は
一
般
か
ら
公
募
し
た
百
人
の
委
員
を
１
、
行

財
政
改
革
２
、
商
工
・
観
光
３
、
生
活
・
環
境
４
、
保
険
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
５
、
農
林
業
６
、
教
育
・
文
化
の
６
つ
の

検
討
部
会
に
振
り
分
け
て
あ
り
ま
す
。
各
部
会
に
町
の
課
長
補

佐
ク
ラ
ス
が
２
、３
人
入
っ
て
お
り
、
住
民
の
質
問
に
は
答
え

る
が
政
策
を
立
案
し
て
提
言
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
住
民
で

あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

各
部
会
で
提
言
し
た
企
画
が
執
行
部
と
の
折
衝
で
認
め
ら

れ
れ
ば
、
町
長
が
予
算
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
１/

０

（
ゼ
ロ
分
の
一
）
運
動
に
参
加
す
る
集
落
は
、
10
年
後
の
集
落

の
姿
を
描
き
計
画
を
立
て
ま
す
。
計
画
を
策
定
し
た
集
落
に
対

し
て
そ
の
計
画
を
町
が
審
査
し
て
認
め
れ
ば
、
10
年
間
で

３
０
０
万
円
の
助
成
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
但
し
こ
れ
は

ソ
フ
ト
事
業
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
都
会
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
逃
れ
て
く
る
「
疎
開
の

町
」
と
し
て
、
ま
た
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
運
動
な
ど
町
の
Ｐ
Ｒ

に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
問
題
で
一
時
退
任
さ
れ

た
寺
谷
町
長
が
町
の
若
者
た
ち
に
再
度
担
ぎ
出
さ
れ
て
町
長

に
な
ら
れ
る
ま
で
の
４
年
間
は
「
智
頭
町
の
失
わ
れ
た
４
年
間

で
し
た
」
と
語
ら
れ
た
役
場
職
員
の
言
葉
が
大
変
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

わ
が
村
も
後
世
の
人
か
ら「
失
わ
れ
た
４
年
間
」な
ど
と
い
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
切
に
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
研
修
報
告

　

議
会
研
修
報
告

佐用町研修

＿
兵
庫
県
佐
用
町
・
鳥
取
県
智
頭
町
＿
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だ
ん
だ
ん
な
ぁ

議
員
唖
然
!!

「
前
代
未
聞
の
大
失
態
・
教
育
委
員
会
」

　

去
る
12
月
24
日
に
行
わ
れ
た
「
山
江
中

学
校
武
道
館
の
落
成
式
」
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
神
事
に
お
い
て
「
玉
串
奉
奠
」
が

村
長
、
設
計
業
者
、
施
工
業
者
、
来
賓
の

国
会
議
員
、
県
会
議
員
と
順
に
粛
々
と
執

り
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
神
事
に
な
ん
と
村

議
会
の
代
表
で
あ
る
田
村
議
長
は
入
っ
て

な
か
っ
た
。
議
員
は
「
玉
串
奉
奠
」
の
と

き
は
必
ず
議
長
と
と
も
に
拝
礼
、
拍
手
を

す
る
も
の
で
あ
る
が
こ
の
と
き
は
神
事
の

直
前
に
村
長
と
一
緒
に
し
て
く
れ
と
係
か

ら
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
も
議
長
は
入
れ
て
な
か
っ
た
。

そ
の
後
に
新
築
の
武
道
館
の
中
で
落
成
式

が
行
わ
れ
た
が
、
式
場
に
は
国
旗
（
日
の

丸
）
の
掲
揚
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
、
山
江
村
の
あ
ら
ゆ
る
式
典
の
歴

史
上
か
つ
て
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
今
回
の

よ
う
な
式
次
第
を
作
っ
た
現
在
の
山
江
村

教
育
委
員
会
は
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う

も
の
、
地
方
自
治
の
二
元
代
表
制
と
い
う

も
の
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
議

員
を
村
長
の
部
下
と
で
も
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？
ま
さ
か
村
長
の
指
示
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
ま
さ
に
信
じ

ら
れ
な
い
大
失
態
で
あ
る
。
議
会
無
視
も

は
な
は
だ
し
い
と
思
う
の
で
、
あ
え
て
今

後
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
で
村
民
に
知
ら

せ
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｋ

【
議
会
広
報
委
員
】

委
員
長　

木　

口　

恒　

夫

副
委
員
長　

原　

先　

利　

且

委　
　

員　

田　

村　

四　

郎

　
　
　
　
　

田　

原　

龍
太
郎

「頑張っています」

☆山江村の農業を守って
　東浦の上村倉人さん（85才）と正子さん（83才）ご夫婦は、
代々専業農家として水稲を中心に養蚕・たばこ・甘藷・麻・
野菜・栗等を栽培してこられました。特に養蚕の振興に
は、組合長として共同養蚕所の建設・養蚕農家の経営安
定に力を注がれ、戦後は農家組合長・区長・消防団長な
ど、村議会議員６期、うち副議長２期務められ、議会議
員在職中は、一貫して農業の振興と国民健康保険事業の
安定と村民の健康増進に努められました。
　85才になった今も、毎日農作業を続けられ訪ねた時も
栗の剪定の作業をしておられました。高齢になってから
の健康を維持していくためには、毎日身体を動かすこと
が一番ですよと言って脚立の上に乗って身軽に栗の剪定
をされていて、「息子が定年で帰って来るまでは、健康

で頑張らなくては」と言っておられました。
　上村さんは、地方自治の功労者として一昨年叙勲を受
けられました。

＊森下橋と球磨地方で最も古いつるべ井戸
　西川内川の支流、カンの平川に昭和16年に石造りの橋
が、石工の山口峰蔵氏が中心になって西川内の住民に
よって完成しました。欄干には、「森下橋」昭和16年４
月架設「かんのひら川」と刻まれています。この周辺に
は、人吉球磨が大昔湖であったと言うメタセコイヤの大
木の化石が、人吉層の川底の中から見られます。
　また、一向宗かくれ念仏の布教をされていた「山
田の伝助」のお墓と、市川美明さんの所には、人吉球磨

地方で最も古い年号、寶政５年と書かれた今から209年前
に作られた「つるべ井戸」が大切に保存されています。グ
リーンツーリズムで春秋の願掛けめぐりの「三子大明神」
夏は「ほたる」が乱舞するところで、学習の場・史跡めぐ
り・ほたる観賞で多くの人が訪ねるところであります。
　村の事業で、この一帯を昨年から国の地域活性化交付
金で、西川内地域の活性化の拠点として環境の整備がさ
れています。

東浦八郎台地の栗園で剪定作業をしておられる
上村倉人さん

カンの平の森下橋（石橋） 人吉球磨で最も古い「つるべ井戸」（市川さん宅）


